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【観測結果（調査日：9 月 25、26、27 日）】  

 9 月 25 日に伊勢湾北部、26 日に渥美外海、27 日に伊

勢湾南部の観測を実施しました。 

 

【水平分布（調査点：P1～A10）】 

海面水温は、依然として高水温傾向ではあるものの、9

月上旬の観測結果と比べて最高水温は約 2℃低下していま

す。 

海面クロロフィル a 濃度は、伊勢湾の南部三重県側を

除いた岸よりで高くなっています。 

 

【鉛直分布（調査点：P1～A10）】 

伊勢湾の表層は、日射の影響は弱まりましたが、高水

温かつ低塩分の軽い水が継続して分布しています。その

ため、成層状態が維持され、湾奥～湾央（P3～P13）の水

深 20ｍ以下付近で貧酸素水塊（溶存酸素濃度 30%以下）

がみられます。一方で、湾央の貧酸素水塊は、外海水が

底層に進入した影響で持ち上がり、水深 20ｍ付近の溶存

酸素濃度が低く、海底付近は高くなっています。 

渥美外海では、底層の低水温かつ高塩分の重たい水が

持ち上がる湧昇がみられます。底層の水は栄養に富んで

おり、この水が内湾へ運ばれたことから今後内湾でクロ

ロフィル a 濃度の増加が予想されます。 

 

 

 

 

  

 
 

 
 

 



  

 

 

 

 


